
商業科学習指導案 

指導者  〇〇 〇〇  

１ 履 修 単 位 数 ４単位 

２ 実 施 日 時 令和３年〇月〇日（〇）第〇時限 

３ 学 級 〇〇ＨＲ（〇〇名） 

４ 使 用 教 科 書 原価計算 新訂版（実教出版） 

   （副教材）   完全段階式 標準検定簿記問題集 原価計算 （とうほう） 

           ワークシート 

５ 単 元 名 第９章 総合原価計算 

６ 単元設定の理由（１）教材観 フローチャートや箇条書きで示すことで，内容を容易かつ確実に理解・把握でき

るよう工夫されているのとともに，イラストが多く挿入され，興味を持ちやすく

視覚的にも学習意欲が高まる教材である。 

          （２）生徒観 積極的に授業に参加することができるが，集中力が長続きせず，途中で取り組み

にあきらめてしまう生徒がいる。 

          （３）指導観 ＩＣＴを活用することで，指導に変化を持たせ，月末仕掛品原価の意味と計算方

法に興味を持たせ理解につなげる。 

７ 単 元 の 目 標（１）生産形態の違いから，原価計算の方法も違うことを理解させる。 

          （２）総合原価計算の種類を理解させ，なぜ月末仕掛品原価の計算が必要であるのかを明らかに

し，平均法と先入先出法による計算をマスターさせる。 

（３）各種総合原価計算表の作成に習熟させる。 

 

８ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

製品の生産活動に興味・関

心を持ち，自分から進んで

まとめたり，問題演習に取り

組んだりしている。また，理

解できない内容について自

ら調べたり，質問したりしよう

としている。 

 

個別原価計算と総合原価計

算はどう違うのか，なぜ，月

末仕掛品を計算しなければ

ならないのか，各種の原価

計算表の役割や作成につ

いて考え，適切に判断して

学習を進めている。 

 

総合原価計算に関する基礎

的・基本的な技術を身に付

け，各種の原価計算表の作

成を的確に行うことができ

る。 

 

 

製造業における生産形態の

違いを理解し，月末仕掛品

原価の計算方法を身につけ

ている。また各種の原価計

算表の作成に関する基礎

的・基本的な知識を身に付

け，特徴を理解している。 

 

 

９ 指導と評価の計画 

     第１次  総合原価計算の特色と種類・・・・・・・・１時間 

第２次  単純総合原価計算・・・・・・・・・・・・６時間 （本時 １／６） 

     第３次  等級別総合原価計算・・・・・・・・・・・２時間  

第４次  組別総合原価計算 ・・・・・・・・・・・ ２時間 

 

 【ねらい】・学習活動 
評価の観点 

評価規準・評価方法 
関 思 技 知 

第  

１  

次 

なぜ個別原価計算を採用する製造業

と，総合原価計算を採用する製造業

で原価計算の方法が異なるのか考え

るとともに，各種の総合原価計算の

特徴を習得する。 

〇 〇   

個別原価計算と総合原価計算の

違いを理解するとともに総合原

価計算の３種類に関する知識や

原価計算の技術を身につける。 

第  

２  

次 

単純総合原価計算の流れを考えると

ともに，平均法と先入先出法におけ

る月末仕掛品原価の計算や単純総合

原価計算表作成に関する知識と技術

を習得する。 

  〇 〇 

単純総合原価計算の役割を理解

するとともに，平均法と先入先

出法における月末仕掛品原価の

計算や単純総合原価計算表に関

する知識と技術を身に着ける。 



第  

３  

次 

等級別総合原価計算を採用する製造

業の特徴を考えるとともに，等価係

数による原価配分を中心とした等級

別総合原価計算表の作成に関する知

識と技術を習得する。 

  〇 〇 

等級別総合原価計算の役割と等

価係数の意味を理解するととも

に，等価係数による等級別総合

原価計算表の作成に関する知識

と技術を身に着ける。 

第  

４  

次 

組別総合原価計算を採用する製造業

の特徴を考えるとともに，組直接費

と組間接費の扱いを中心とした組別

総合原価計算表の作成に関する知識

と技術を習得する。 

  〇 〇 

組別総合原価計算の役割と組直

接費と組間接費の意味を理解す

るとともに，組別総合原価計算

表の作成に関する知識と技術を

身に着ける。 

１０ 本時の指導目標 （１）平均法の考え方を理解している。 

           （２）平均法による月末仕掛品原価の計算を行うことができる。 

１１ 本時の展開 

 

時間 

（分） 
学習活動 指導上の留意点 

学習活動における具体の評

価規準 
評価方法 

導入 

（５分） 

・前時の復習をし，本時の

目標を確認する。 

・単純総合原価計算と

月末仕掛品原価の計

算について理解して

いるか確認し，本時

の目標を示す。 

  

展開 

（３７分） 

・平均法による月末仕掛品

原価の計算について説明

を聞き，理解する。 

 

 

 

 

・素材が製造着手の時にす

べて投入される場合にお

ける月末仕掛品原価の計

算を理解する。 

 

 

 

・例題を通して月末仕掛品

原価の計算を行う。 

 

 

・グループで計算結果を発

表する。 

 

 

・練習問題の答え合わせを

行い，説明を聞く。 

・ＰＤＦを使って，平

均法による月末仕掛

品原価の計算を素材

費と加工費に分けて

行うことを理解させ

る。 

 

・ＰＤＦを使って，素

材が製造着手の時に

すべて投入される場

合の，月末仕掛品原

価の計算を理解させ

る。 

 

・プリントを使って，

練習問題に取り組ま

せる。 

 

・お互いに結果を発表

させるとともに，話

し合いをさせる。 

 

・ＰＤＦを使って，間

違えやすい部分を説

明する。 

・平均法による月末仕掛品

原価の計算について，素

材費と加工費に分けて計

算することを理解してい

る。 

  （知識・理解） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・月末仕掛品原価の計算が

できる。 

（技能） 

 

 

・観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観察 

・ワークシー  

ト 

まとめ 

（８分） 

・本時の内容を振り返る。 ・本時学習した内容を

もう一度説明し，確

認させる。 

  


